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ひろしまマイ・タイムライン作成講習会（１回目）

大竹市 危機管理課

２０２１年秋季版

講習対象：大竹市聴覚障害者防災連絡協議会
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配布資料
① パケージ ④ 課題③ 避難場所資料

⑦ ガイドブックの差替

② 講習資料

⑤ 基準変更 ⑧ シートの差替⑥ パッケージの
変更箇所

令和３年５月２０日避難情報変更に伴う追加資料
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⑤ 基準変更 ⑥ パッケージの変更箇所
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⑦ ガイドブックの差替 ⑧ シートの差替
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プログラム

時 刻 項 目 目 的 備 考

10：00 5分 プログラム説明 概要
の理解

資料：市作成パワポ

10：05 30分 ビデオ上映 資料：県動画再生YouTube

10：35 5分 休憩

10：40 15分 ガイドブック解説

防災基礎
の理解

（風水害を知る）
資料：ガイドブック（県PDF)

10：55 5分 休憩

11：00 25分 ガイドブック解説
（マイタイムラインをつくろう）
資料：ガイドブック（県PDF)

資料：市作成パワポ

11:25 5分 休憩

11：30 15分 課題解説
課題作成
要領の理解

各自に提出用シートを配布

実例を基に課題作成を実演

11：50 10分 振り返り・質疑応答

１ 第1回講習 10月19日（火）10：00〜12：00

２ 課題作成 10月20日（水）〜11月1日（月）

課 題 用紙：第1回講習で配布。期限：次回講習会時に持参
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時 刻 項 目 備 考

10：00 30分
課題完成状況の確認
質疑応答

10：30 5分 休憩

10：35 30分 「ひろしまマイ・タイムライン」作成作業

11：05 5分 休憩

11：10 20分 作成状況の確認・共有

11:30 5分 休憩

11：35 25分
講習内容振り返り
質疑応答

プログラム

３ 第２回講習 11月2日（火）10：00〜12：00
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ひろしまマイ・タイムライン作成講習会

第１回 講習

到達
目標

１ 「ひろしまマイ・タイムライン」
の概要を理解する。

２ 「ひろしまマイ・タイムライン」
の作成に必要な防災の基礎を
理解する。

３ 課題作成要領を理解する。
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ビデオ上映
再生時間：27’48”

URL:https://www.youtube.com/watch?v=RqQjuWmq0NM&feature=youtu.be
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休 憩
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ガイドブック解説

ガイドブック Ｐ５ 「風水害を知る」を開けてください。
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ガイドブック解説
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ガイドブック解説 P6-7
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ガイドブック解説 P8-9
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ガイドブック解説 P10-11
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ガイドブック解説 P12-13

大竹市内
新町川
三ッ石川
大膳川
惠川

大竹市内
小瀬川

大竹市内：大竹地区
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ガイドブック解説 P14-15

大竹市被害

大竹市
７０年間
大規模災害
の経験なし

広島県
風水害
頻繁に発生

発生しやすい３条件
１．台風が大竹の西側を北上
⇒南から北へ強風
２．満潮時刻に台風が最接近
３．大潮の日に該当

大竹周辺
玖波唐船浜
～廿日市市宮浜
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ガイドブック解説 P16-17

各自で学習
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ガイドブック解説 P18-19

各自で学習
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省略

ガイドブック解説 P20-21

黄色：警戒区域
赤色：特別警戒区域
どちらも建物内危険
レベル３・４
×垂直避難
○立退き避難

建物内：一部に人的被害、建物外：人的被害発生

建物内外とも：人的被害発生
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休 憩
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差替分
ガイドブック
２３ページ

ガイドブック解説 P22-23
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ガイドブック解説 P24-25

＝ 屋内安全確保
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上映済み

ガイドブック解説 P26-27
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課題作成時に各自検討

ガイドブック解説 P28-29

次ページ
大竹市ハザードマップ解説
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大竹市ハザードマップ解説

大竹市ホームページ（トップページ）

防災マップ
選択
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①選択

大竹市ハザードマップ解説

②選択

③選択
③選択

④同意する
選択
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大竹市ハザードマップ解説

土砂災害

②避難場所クリック

自宅場所が色付きの場合
⇒ 災害の危険あり
⇒ 安全な場所へ避難
参照先：ガイドブックP40-41

③ 警戒区域・特別警戒区域

④

①災害種類
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大竹市ハザードマップ解説

洪水災害

自宅場所が色付きの場合
どのように行動するか
⇒参照：ガイドブックP40-41
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大竹市ハザードマップ解説

①住所入力

住所検索機能

②検索結果
（マーク表示）



①
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大竹市ハザードマップ解説

印刷方法１

②

端末の印刷機能
を使って
印刷実行

③

④

印刷メニューを
使う方法
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大竹市ハザードマップ解説

印刷方法２ プリントスクリーン等（画面のキャプチャー機能）を使う方法

① 画面キャプチャー

②
パワーポイント
ワード
エクセル
等に貼り付け

③ 印刷



大竹市
避難情報解説

気象庁「警戒レベル○相当」（気象や河川の状況）
≠ 市町「警戒レベル○」（避難に関する情報）

市町

気象庁

発信者

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦
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ガイドブック解説 P30-31



大竹市 避難情報解説
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大竹市が発表

避難
レベル

避難情報

５
緊急
安全確保

４ 避難指示

３
高齢者等
避難開始

大竹市 市民

発表手段

入手手段

聴
覚

固定
電話

携帯
電話

スマ
ホ

パソ
コン

地上波
テレビ

①防災
行政無線
（戸別受信機）

〇

②災害情報
テレホン
サービス

〇 〇 〇

③防災メール 〇 〇 〇

④ホームページ 〇 〇

⑤緊急速報メール
エリアメール

〇 〇

⑥Ｌアラート 〇

避難レベルの発表手段
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大竹市 避難情報解説

防災メールを
スマホで受信した場合

防災メールの内容をホームページで検索する手順

③ 防災メール
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③ 防災メール

件名：警戒レベル３「高齢者等避難開始」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp
本文：こちらは防災大竹市役所です。

〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル３高齢者等避難開始を発令します。〇〇地区にお
住まいの高齢者等、避難に時間のかかる方は避難を開始してください。また、避難する際は必
要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設する避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-

city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

件名：警戒レベル４「避難指示」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp
本文：「緊急放送！ 緊急放送！ 警戒レベル４ 避難指示」

こちらは，防災大竹市役所です。
〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル４避難指示を発令します。〇〇地区にお住まいの
方は避難してください。また、避難する際は必要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設している避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-

city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

大竹市 避難情報解説



電話会社
ドコモ
ａｕ

ソフトバンク
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⑤ 緊急速報メール
エリアメール

（３）防災無線・防災メール

緊急速報メールとは
自治体が発令する「災害・避難情報」や気象庁が発令する「緊急地震速報」「津波警報」などを電
話会社のアンテナを使って市民の携帯電話やスマートフォン等に一斉に配信するサービスです。
（令和３年現在、ドコモ・ａｕ・ソフトバンクの電波を受信可能な端末は、自動的に受信される仕組み
となっています。）

災害
発生

地震発生

津波発生

自治体

気象庁

対象エリア

対象エリア外

災害・避難情報（作成・配信）

緊急地震速報（自動送信）

津波警報（自動送信）
携帯電話
スマホ

← au、ソフトバンク

← ドコモ
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（３）防災無線・防災メール ⑥Ｌアラート
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⑥Ｌアラート （地上波テレビ）

朝日放送系
の例

ＮＨＫの例
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第２回講習で実施

指定避難場所解説

課題作成時に各自検討

ガイドブック解説 P32-33
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大竹市 指定避難場所解説

別添資料参照

市の管理する
緊急避難場所

他機関及び地域
で管理する
避難場所
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大竹市 指定避難場所解説 市の管理する緊急避難場所

【表の見方】
○：安全に避難できます。
✕：避難所として開設しません。
2階以上：２階より上へ避難してください

開設のタイミング
自主避難者対応（レベル２以上）
⇒総合市民会館（開設時間のみ）
市役所（24時間）
避難場所開設開始（レベル３）
⇒対象施設
（コロナ禍）
第１・第２次避難場所を同時開設

（通常）
第１次避難場所優先
状況により第２次を開設
※ 必要な地区のみに限定

ペット同伴対応
総合市民会館・大竹会館
※詳しくは、次ページで
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大竹市 指定避難場所解説 他機関及び地域で管理する避難場所
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警戒レベル 警戒レベル３

障害のある方は
レベル３で避難開始

ガイドブック解説 P34-35

避難情報

気象情報

必要な
情報

大雨洪水警報
早めに・多めに発令
≠ 警戒レベル３
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第２回講習で実施

ガイドブック解説 P36-37
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省略（音声のみの情報）

ガイドブック解説 P38-39
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ガイドブック解説 P40-41

① ② ④

⑨

③

⑤

⑥

⑦ ⑧

対応は自己責任
令和3年度～
国ガイドライン：不認可
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避難行動の解説

避難レベル
（避難情報）

危険な場所
からの
避難区分

適 用

土砂 洪水 高潮 津波

警戒
区域

浸水
区域

浸水
区域

浸水
区域

レベル５
(緊急安全確保)

緊急安全確保 △ △ △ △

-------レベル４の間に必ず避難を完了する---------

レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等

避
難)

レ
ベ
ル
４

(

避
難
指
示)

屋内安全確保 ✕ ◯
※条件付

◯
※条件付

△

立退き避難 ◯ ◯ ◯ ◯

記号の説明 ◯：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
✕：危険・避けるべき行動

※ 条件付：後述する
「３つの条件を満たす
必要がある」

令和３年変更点
ガイドライン解説
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複数の
避難先
の確保
について

立退き避難

屋内安全確保

① ②

③
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令和３年変更点・ガイドライン解説 各自で学習出典：内閣府ガイドライン
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令和３年変更点・ガイドライン解説

出典：内閣府ガイドライン

各自で学習
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令和３年変更点・ガイドライン解説

３つの条件（屋内安全確保）

出典：内閣府ガイドライン

⇒ 後で実例表示 ⇒ 後で実例表示
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令和３年変更点・ガイドライン解説

① 家屋倒壊等氾濫想定区域

出典：国交省国土地理院（重ねるハザードマップ）
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令和３年変更点・ガイドライン解説

③ 浸水継続時間

出典：国交省国土地理院（重ねるハザードマップ）
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令和３年変更点・ガイドライン解説 各自で学習

出典：内閣府ガイドライン



省略

フローチャート⑨例外事項の図式解説
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ガイドブック解説 P42-43



56

ガイドブック解説 P44-45
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休 憩
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課題解説別添資料参照

課題作成の目的

１ 復習による基礎知識の定着
２ マイ・タイムライン作成に必要な情
報の整理

到達目標

１ 「マイ・タイムライン」作成に必要な
情報を自力で導出できる。

２ 迅速な避難をする上での問題点
（解決すべき課題）を導出できる。
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課題解説

実演

実演
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課題解説

番号 課 題 回答記入欄

３

あなたが避難できる場所を災害

毎に３つ考えて下さい。

考慮すること

１：危険のない場所から選ぶ

２：できるだけ知人・親戚宅と公

共の避難場所それぞれを選

ぶ。自宅又は自宅近傍でとっ

さに避難できる場所も入れる。

土砂災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

洪水災害時の避難先

①（ ）

②（ ）

③（ ）

４ 避難するタイミングは何です
か？

避難開始するタイミングに☑

警戒レベル □２ □３ □４

５
同行者はどなたですか？
（避難先でコミュニケーションをと
るために同行者が必要です）

避難する際の同行者は（ ）です。

６ 避難開始時に持ち出す荷物は
何ですか？

避難時に持ち出す荷物

（ ）

７ 避難開始までにすべきことは何
ですか？

避難開始までにすべきこと

（ ）

実演
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振り返り
質疑応答
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本日終了
お疲れさまでした。


